
 

◆プロジェクト①佐伯泰英さん特製！感謝のしおりをプレゼント 

300 冊め『恋か隠居か 新・酔いどれ小籐次（二十六）』と 301 冊め『陰流苗木 芋洗河岸

（１）』（光文社文庫）に佐伯さんから全読者へのプレゼントとして、ここでしか手に入らな

い「特製しおり」を封入します。（初回出荷分のみ） 

 

◆プロジェクト②スマホで《佐伯泰英作品で江戸めぐり》スタンプラリー 

江戸末期の古地図と現代図を重ねて表示可能な古地図アプリ「大江戸今昔めぐり」内で、佐伯

作品にちなんだスポットをめぐって楽しんでいただけます。 

実施期間は 1 月 15 日～4 月 15 日を予定しています。 

ラリーの完走者には特製の「完走証明書」をプレゼント！ 

※光文社文庫、文春文庫の合同企画です。詳細は１月上旬に特設サイトにて公開予定です。 

https://special.kobunsha.com/saeki/ 

 

◆プロジェクト③1月に文春文庫、光文社文庫から 2週連続で読売新聞朝刊に全面広告掲載 

２週連続で、300 冊突破を記念した全面広告を出稿します。特別撮影した写真とメッセージに

よる、読者への御礼の気持ちを込めた広告を制作しました。 

1/6（土）は文春文庫の広告が、1/13（土）は光文社文庫の広告が掲載されます。ぜひご覧く

ださい。 

 

◆プロジェクト④1月に書店、電子書店でフェアも開催！ 

各書店・電子書店の協力を得て、佐伯泰英 300 冊刊行フェアも実施します。 

電子書籍のフェアなどの詳細は１月上旬に公開予定です。 

 

1999 年 1 月刊行の『密命』から 25 年、2024 年 1 月は、「書下ろし時代小説文庫」という一

大ジャンルを作り上げた著者の大きな到達点となります。 

光文社文庫から１月 11 日 に刊行される 301 冊め『陰流苗木』から、まさに佐伯泰英さんの新

しい一歩が始まります。これぞ佐伯泰英の読み応え、ぜひ手に取ってご覧くださいませ。 


